
ポインチング (英) pointing ポイ y チ γ グとは， 英語で
化粧目地とか目地塗りのことをし、ぃ ， 一般に土木用語としては，

れんが・石垣等の目地をモルタノレでてん充する工法を L づ。昭

和 37.6 発行の Lエアモルタルポインチング工事示方書基準1

(建設局 ・施設局)では， Lれんが積み，石fj'(みおよびコンクリ

ー ト ブロッ:7 fr!み等の目地詰め，ならびにコンクリート建造物

のき裂補修等のために， 圧縮空気によりノズノレを用いてエアモ

ノレタノレをてん充する工法をしう。1 と記されてレる。この工法は

イ ギリスで考案された工法でエロセム工法と称し， 多量の:g;気

を含んだモルタノレを使用して古L 、れんが杭み， 石I亘等の 円地補

修に用いられている。

わが|詞では昭和30年

ごろ輸入施工されてい

る。随行のlI~i序 として

は，まず壁面にぱL 、煙 ・

柑1等の汚物が付 活して

いるので薬液等を用 L 、

て壁而洗浄を行な l " 

風化して L 、る 目地をき

れいにかきとった後，

ポインチン〆を飽工する。 れんが日地をポインチング施行中

起ほう(泡)剤としては般にティ ポールおよびエアモルタ

ノレj骨 ポノックス， ニュ レックス等が用しられており ，しずれ

もその効果はほとんど同じで信頼性がある。

ポインチングに用いられる機械は"'-ロセム ーr:i:去に例をとれ

ばエロセムミキサー，プレ y シャーポ ッ ト ，コ γ プ レツサ , 

ポインチングノズルがある。

(1) エ ロセムミキサー

モノレタノレをエロ セムミキサーで混合す る。

(2) プレッシャーポッ ト

ミキサ ーで繰られたそノレタノレを役入 し， コンプレソ サー より

の空気圧によりそノレタルを送り H: す。

(3) コンプレッサー

プレッシャ ーポ ッ ト にモルタルを入れ，先制にポインチ γ グ

用ノズノレを取り付けたモルタ ノレ ホ スをプレツゾヤ ー ポッ トに

連結し， コンプレッ サーよりのエア モノレタノレの送り出しおよび
吹付けを行なう。

(4) ポインチング ノズノレ

内径 6mm の特殊な形をしたノズルで，ホース内を庄送され

てきたそノレタノレに，さらに 2 次空気を送って噴出させるもので，

目地てん充を行なし、やすレように先がとがっている。

なお圧力はバルブの操作によって調節する。(松本克雄)

lまうごむせんそうち 防iI無線装置 東海道新幹線では，
A.T.C. 装置によ っ て列車を運転するのが原則であり， 列車防護

は A.T.C. 軌道回路を1t;U御して A.T. C. 装置によって列車を停止

させることとなっている。しかし， A. T. C. 装債の故障その他

のため， 代用保安方式によって運転する列車に対しては，無効

であるから，無線通信による列車防護を併用することとした。

このための装置が防護無線装置で， 車上にとう載した防11警報

受信自慢および線路巡回者等が携帯する防隆警報発信俊からで き
ている。

防護無線装置は，その目的から特に高いホ 信頼度と確実な動

作が要求されるので，使用電波は他の通信系に近接した電波の

少なし、 169 . 01 mc を使用し，受信機は 2 重系で1i';時両方とも動

作させている。発信機の出力は，ずL 、道区聞を除くと， 1km は

確実に到達できるような大きさとし，継続時間は， 大きさ ・ 重量

lまうごむせん

ならびに沿線電話題豊の活用を考慮して ， 10 分間以上としてある。

防護無線発信機は， 重量約 600g，防水構造で，そ の外面に

は 7 段引伸しで合成樹脂の抜き過ぎ防止用ひもを取り付けたア

ンテナ・ 送信スイッチ ・ 音響器・充電用祭せん(栓)・ 点検用ジ

ヤツク 等が設けてある。常時は衝撃から発信機を保護し，携帯

に便利にするため収納箱に収めてある。

列車防護をするときは，収納籍から取 り出し，ア γテナを引

き出して送信スイ ッチを入れ， 音響器から発信音を確認した後，

高く掲げるとし、う比較的簡単な方法で電波が出せる。

防護讐報受信機は，電車 ・ 大形デ ィーセソレ機関車など高速で

運転する車両の運転台に設けてある。運転士席の前面には， 防

11.報表示燈を，左側には，スピーカーを取り付けた制御禄を

置き，列車防護の電波を受信すると，こ の表示燈が点燈すると

ともに， スピ ー カーから特殊な音響を発するようになっている。

これを運転取銀上， 発報信号と呼び，運転士がこれを確認する

と，直ちに非常プレ ーキをかけて列車を停止することとして

いる。

なお制御旅には， スピーカ のほか， 電源表示燈 ・ 撃事報音リ

セットスイッチ ・ l 号および 2 号受信機のチ ェックスイッチが

設けてあり ， 電源有盤の確認， 警報音の断， ならびに l 号およ

び 2 号受信機の機能の確認ができるようになっている。

防護害事報用無線機は，その使用目的よ り一般の無線機と異な

り，同報通信方式であり ， 電波の発射のみ行なう携帯用移動局

(防護警報送信機)と，受信のみ行なう列車とう載移動局(防護

繁報受信機)とからできている。

携帯用移動局(防護筈報用送信機)は，線路巡回者等が常に携

行するため， トラ γ ジスタを使用するほか，すべてそレクトロ

ン化し，小形，軽 EE， 高信頼度をはかり，かっ防滴性，耐振動性，

耐衝撃性に特に御意してある。また 0.5W の小出力であるが，

1km 以上の到達距厳をもち，約 10 分関連続電波を送信するこ

とができる。

列車とう載移動局 (防護警警報用受信機)は，列車の東京方およ

び大阪方の各運転台に 1 台ずつ設備されてレる。受信機本体お

よび信号器耶 ・ 電源部とも 2 重系になっており， 一方が故障し

ても支障な く 宮警報動作を行なうよう 考慮されてし、る。受信機本

体・信号~部 ・電源部は， 一つのきょう体に収め，運転席の床

下に設備されている。運転席の左側には，ス ピ ー ヵーおよび各

種制御用スイッチを収めた制御部(防護警報受信機常U御部)があ

って，必要な操作が行なえる (この制御部は構内無線送受信機

と同じきょう体に収容されている)。警報電波を受信すれば，

スピー カーから約2 kc の急速断続音が聞こ え ， 同時に運転土

席前面の防護欝報表示燈が点燈する。この警報音を確認すれば，

直ちに列車の停止指置を行なう。将来は自動的にプレーキ作用

を行なうことも考l恕している。

列車用受信空中線は，架線電圧検知用静電7γテナと， V.H.F.

無線用ァ γテナと共用のものを使用している。さらに無線用ア

ンテナとしては， 150 mc の構内無線送受信用 と ， 160 mc の防

護警報受信用とを共用している。そのため受信機には分波器を

内蔵している。

おもな電気的性能は次のとおりである。

(1) 送信機

送信出力

送信周波数

標準周波数偏拶

λ プリアス副射

警報周波数

20% 
0.5W士50% 
169.01mc 

3kc土 3db

1mW 以下

2. 355土 3.5c/s


